
 
平成２５年４月２４日 

資料提供先   福山市市政記者クラブ 

尾道記者クラブ 

三原新聞記者クラブ 

「一般国道２号三原バイパス 

の整備効果を取りまとめました」 
 

一般国道２号三原バイパスの全線開通（平成２４年３月３１日（土））から１年が経ち、一定の利用が定着し、

全線開通による整備効果が確認されましたので、この度整備効果を取りまとめたのでお知らせいたします。 
 

 国道2号（現道＋三原バイパス）の利用状況 
①バイパス利用が定着 

三原バイパスが全線開通後１年経ち、バイパス利用の交通が定着しました。 

国道2号（現道＋三原バイパス）の約５～６割がバイパスを利用しています。 

今回開通区間：１４，１００台（約５割） 
 

②大型車の大半がバイパスを利用 

国道2号の大型車交通の約８割が三原バイパスを利用しています。 

これにより市内の交通環境が改善されました。 

今回開通区間：６，６００台（約８割） 

 整備効果 
①三原市内の通過時間が短縮 

三原バイパスの全線開通により、通過時間が半減しました（２４分→１２分）。 

沿線住民に行ったアンケ－ト調査では約５割以上の方が｢通勤・通学がしやすくなった｣と回答しています。 
 

②三原市内の交通事故が大幅に減少 
三原バイパス全線開通により、三原市内の交通事故が半減しました。 

三原バイパス開通前 １４６件 ⇒ 全線開通後 ７０件 【約５割減少】 

また、歩行者・自転車との死傷事故件数が半減しています。（３０件→１６件） 
 

③三原市中心部の渋滞が解消 
三原バイパスが全線開通したことにより、三原市中心部の渋滞が解消しました。 

沿線住民に行ったアンケ－ト調査では約８割の住民の方が「市内中心部の交通が円滑になった」と回答されてい

ます。 
 

④災害･救急医療に対する安心感が向上 
三原バイパス全線開通し、国道２号の代替性が確保され、信頼性の高い幹線道路ネットワ－クが完成しました。 

沿線住民に行ったアンケ－ト結果では約５割の方が「安心感が向上した」と回答されています。 
 

 

お問い合わせ先 
 国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所 
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  TEL(084）923‐2620(代表)  FAX(084）923‐2517 

    ホームページ http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

 平成２６年度全線開通に向け、尾道松江線を整備中！ 

福福山山河河川川国国道道事事務務所所  お知らせ 



利用状況

整備効果

         1

三原バイパスの整備概要（Ｐ．２）

三原バイパスを利用する交通量が定着（１年後の交通量：全車両）（Ｐ．３）    

三原市内の渋滞が解消（開通１年後の渋滞状況）（Ｐ．７）

三原バイパスを大型車の７割超が利用（１年後の交通量：大型車）（Ｐ．４）

三原バイパス整備前と比べ、通過時間が約１２分短縮（Ｐ．５）

三原バイパス整備前と比べ、三原市内の交通事故が約５割削減（開通１年後の事故状況）（Ｐ．６）

災害や救急医療に対する安心感が向上（Ｐ．８）

三原バイパス
整備効果資料



●三原バイパスは、国道2号の渋滞を緩和し、三原市内の渋滞解消を目的とした延長9.9kmの道路です。

●

 

平成10年度から段階的な開通を経て、平成24年3月31日に「糸崎ランプ～時広ランプ間」が開通し、全線開通しました。

～三原バイパスの概要～
み は ら

い と さ き と き ひ ろ

事業概要
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写真①：三原バイパスの交通状況 写真②：国道2号の交通状況

写真①

一般国道２号三原バイパス

区間
（起点）広島県三原市糸崎八丁目

（終点）広島県三原市新倉町二丁目

延長 L＝９．９ｋｍ

道路規格 第３種

 

第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 暫定２車線

いっぱんこくどう ごう
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●平成24年3月開通区間の交通量は約14,100台/日であり、国道2号(現道＋三原バイパス)利用交通量の約5割が三原バイパスを利用して

 
います。

●全線開通により三原バイパスへの交通転換が定着し、既開通区間も含め約5～6割が三原バイパスを利用しています。

～三原バイパスへの交通転換が定着!!（全車両）～
み は ら

利用状況
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資料）

全線未開通：道路交通センサス（H9）

全線開通前：≫

 

A-A’断面

 

平成23年7月5日（木）調査結果

≫ B-B’

 

・C-C’断面

 

平成23年11月1日（火）調査結果

開通6カ月後：平成24年10月3日（水）調査結果

開通11カ月後：平成25年2月13日（水）調査結果

三原バイパス
を約5割が利用
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●三原バイパスの全線開通により、国道2号の大型車交通の約8割が三原バイパスを利用しています。

●大型車の大半が三原バイパスに転換したことにより、現道(国道2号)沿線の環境改善や歩行者などの道路利用者の安全性が向上してい

 
ます。

～大型車の大半が三原バイパスを利用～
み は ら
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全線未開通：道路交通センサス（H9）

全線開通前：≫

 

A-A’断面

 

平成23年7月5日（木）調査結果
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平成23年11月1日（火）調査結果

開通6カ月後：平成24年10月3日（水）調査結果

開通11カ月後：平成25年2月13日（水）調査結果
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病院へ行く負担が軽減した
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●三原バイパス全線開通により、三原中心部の通過所要時間は約12分短縮し、整備前に比べて所要時間が半減しました。

●この結果、通勤・通学がしやすくなったと5割以上の方が感じており、「所要時間が読みやすくなった」、「時間にゆとりができた」と実感して

 
います。

●また、4割強の方が通院がしやすくなったと、様々な変化や効果を実感しています。

～所要時間短縮・定時性向上による日常生活の利便性が向上!!～
み は ら

整備効果

み は ら

Q.通勤・通学がしやすくなりましたか？

資料）平成25年1月実施の地域住民アンケート調査結果による。
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【三原バイパス整備前】国道2号経由

注1）三原バイパス開通前は、H9センサス混雑時旅行速度による。

注2）三原バイパス一部開通後は、平成23年11月1日（火）夕ピークの実走調査による。

注3）三原バイパス全線開通後は、平成24年7月4日（水）夕ピークの実走調査による。

【三原バイパス一部開通後】三原バイパス経由

（糸崎2丁目交差点～時広ランプ～新倉町ランプ）

約24分

【三原バイパス全線開通後】三原バイパス経由

（糸崎ランプ~新倉町ランプ：下り）

三原市中心部の通過所要時間の変化

資料）平成25年1月実施の地域住民アンケート調査結果による。

通勤・通学がしやすくなったと

5割以上の方が実感
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～交通事故が半減!!～
整備効果

●三原バイパスの全線開通により、死傷事故件数が5割以上削減しました。

●

 

特に現道においては、約6割削減しており、歩行者・自転車との死傷事故件数が半減しています。
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注1）国道2号：糸崎8丁目交差点～糸崎2丁目交差点の区間
注2）三原バイパス：糸崎ランプ～時広ランプの区間

新倉

交差点

開通区間の死傷事故は

約5割減少

注1）国道2号：糸崎8丁目交差点～新倉交差点の区間
注2）三原バイパス：糸崎ランプ～新倉町ランプの区間

【死傷事故の発生件数】
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【死傷事故の発生件数】

追突事故が

約5割減少

※

 

開通前、一部開通後は交通事故統合データベースによる。
※

 

開通前はH8～9、一部開通後はH20～H22の平均値。（4月～3月の12カ月平均）
※

 

全線開通後は三原警察署調べ。(H24.4～H25.3)

【死傷事故の内容】

交通事故に起因する

右左折時事故が7割以上減少
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【死傷事故の内容】

【トピック】歩行者・自転車の死傷事故減少
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糸崎8丁目交差点

●三原バイパスに並行する国道2号の渋滞は、ほぼ解消しました。なお、糸崎8丁目交差点では朝の通勤時間帯で約1,200mの渋滞が発生

していますが、現在、信号サイクルの見直しや木原道路整備など改善に向けて取り組んでいます。

●国道2号の渋滞が解消したことにより、地域住民の方の8割が、「三原市中心部の交通が円滑になった」と実感しています。

～三原市中心部の渋滞が解消!!～
み は ら

み は ら

整備効果
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三原市中心部
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全線開通前：平成23年11月1日（火）

調査結果（夕ピーク）

開通後

 

：平成25年2月13日（水）

調査結果（夕ピーク）

部分開通時（中之町ランプ～新倉町ランプ）

：平成19年2月21日（水）調査結果（夕ピーク）

全線開通前：平成23年11月1日（火）調査結果（夕ピーク）

開通後

 

：平成25年2月13日（水）調査結果（夕ピーク）

部分開通時（恵下谷ランプ～頼兼町ランプ）

：平成11年5月12日（水）調査結果（夕ピーク）

全線開通前：平成23年11月1日（火）調査結果（夕ピーク）
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：平成25年2月13日（水）調査結果（夕ピーク）
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三原市中心部の交通が円滑になったと思いますか？

44%

37%
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6%
5%

(N=599)

資料）平成25年1月実施の住民アンケート調査結果による。

三原市中心部が円滑
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約8割の方が実感
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わからない・その他

無回答

地域住民の実感

住民アンケート実施範囲

朝通勤時間帯
1,160m
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～災害や救急医療に対する安心感が向上!!～
整備効果

●

 

三原バイパス開通前は市内を横断する幹線道路は国道２号しかなく、事故や豪雨等で通行止めになれば、代替路線がありませんでした。

●

 

三原バイパス開通により、信頼性の高い幹線道路ネットワークとして、国道２号の代替路が確保されました。
み は ら
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資料）平成25年1月実施の住民アンケート調査結果による。

約5割の方が

代替路確保に対する安心感が向上したと実感

代替路の確保による安心感の向上 救急医療に対する安心感向上

（N=599）

約4割の方が

救急医療に対する安心感が向上したと実感

向上した どちらかといえば向上した 変化がない わからない 無回答

（N=180）

（N=191）

（N=228）

（N=599）

（N=180）

（N=191）

（N=228）

資料）平成25年1月実施の住民アンケート調査結果による。

向上した どちらかといえば向上した 変化がない わからない 無回答
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バイパス供用前

バイパス供用後

国道２号の渋滞状況

平成16年度

 

台風18号
三原市内被災状況

平成１６年度浸水箇所

L = 200m

【凡例】

二次救急医療機関

高潮浸水想定区域

1.0 ～

 

2.0m 未満

0.5 ～

 

1.0m 未満

0.5m未満
出典) 三原市総合防災ハザードマップ（南部版）
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